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ゾッとする未来（2050年）
•市場の縮小
•地域の相互扶助力の低下
•インフラ更新と維持にカネがかかる
•インフラを支える人材は予想以上に減少
する可能性がある
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「ものづくり地方都市」の課題

• 「高齢企業」

• 事業承継の低調

• ものづくり産業での雇用縮小

• 第三次産業での非正規雇用の拡大

• 所得の減少

• ものづくり企業の二極化
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輸入品との競争

生産減少

地元企業の生産品
の需要減少

全国ブランドや
チェーン店での
購買が増加

雇用と所得の減少

税収減

高齢者の増加

医療・福祉・介護・生
活保護関連の支出拡大

若年層の流出

働き手の減少

住みにくく
子育てしにくい地域

財政赤字拡大

新規投資減少

 

借入困難

企業の撤退

事業承継の減少

地域外に資金流出

国からの
補助金削減

市場情報・人材情報・ 
技術情報の不足

教育やアメニティへの
新規投資の減少

減益省力機械化

インフラ維持
更新支出拡大

コミュニティのアンバ
ランス・機能弱体化

住宅需要が減少

低所得層の増加

地価下落

地域企業と地域経済の悪循環 

近藤修司『純減団体』などを元に作製



消滅危惧自治体？

•地域社会の縮小
•地方の基礎自治体の機能低下

•地域をどう「活性化」すればよいか？



「地方創生」







望む未来への道



市町村の産業振興策が成功するための１０のポイント
（中小企業庁　平成１４年３月）

1. 産業振興の必要性を理解し、独自戦略・ビジョンを明確化する。

2. 首長自らが産業振興の実行に際して強いリーダーシップを発揮する。

3. キーパーソンを発掘・育成し、その精力的な活動をバックアップする。

4. 自治体内部の関係部署の横断的な連携を強化する。

5. 個別企業を対象とした重点的な事業支援を基本とする。 

6. ハードインフラの整備には、ソフト重視の運営体制をペアで整備する。

7. 国、都道府県の中小企業支援策、産業支援体制との連携を強化する。

8. 地域内外の産学公民による「顔の見える」連携・ネットワークを強化する。

9. 世代を超えたコアグループを形成し、産業振興策を継承する。

10. 産業振興のための財政措置と財源の確保に力を入れる。
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地方都市のためには

•地元の中小企業による内発的発展

•中小企業 が 自らを｢高付加価値化｣する

– 独自技術の発展　パクリノベーション

– 高技能者の活躍

– 需要の把握

•地域内資金循環



アイデンティティ（カルチャー）

エ コ シ ス テム

ス ト ラ テ ジ ー

アプリシエーション

オペレーション

レジリエンス
誠実経済



レジリエンス
誠実経済



レジリエンス（Resilience）

•回復力 逆境力

– 多様性がある

–  フィードバックが堅固である

•レジリエンスある経済の構築



誠実経済 (Integrity Economy)

•市場の原理・・「算盤」　効率  自由

•社会の原理・・「論語」　道徳  公平

•環境の原理・・「自然の恵み」

•地域愛

•誠実経済の実現



レジリエンス
誠実経済

オペレーション



中小企業支援策のゴール

1. 経営者のスキル向上
• 戦略的経営判断

• 労使関係の向上

2. ビジネスチャンスが見つかる
• 売り上げ拡大

• イノベーション	
 パクリノベーション

3. 資金が確保される
• 金融機関との関係

4. 事業承継が成功する



企業支援政策

対象 臥龍鳳雛企業
老舗候補企業
（地域永続企業）

小規模事業者 社会事業家

ターゲット市場
グローバル

全国

全国

ローカル
ローカル ローカル

イノベーション
の目標 競争優位 戦略的連携 競争力確立 経営の自立



情報力強化

• 情報運用力
• 自社の価値を認識、発信、共有
• テレビ、印刷メディア、インターネット
• 最先端： 動画による発信
• 地域内連携により 外部へ発信



情報力強化

• 情報把握力
• 潜在的な顧客 を探したい 

• 「ビッグデータ」活用
• 新聞雑誌記事データベース
• 数多くの「せまい」業界紙・業界誌
• 公立図書館・大学図書館の協力
• 地元金融機関との協力

http://business.nifty.com/gsh/RXCN/
http://business.nifty.com/gsh/RXCN/
http://www.library.metro.tokyo.jp/16/16311.html
http://www.library.metro.tokyo.jp/16/16311.html


地理情報システム

•統計データを地図上に表示
– 人口動態、家計収入と支出

•ライフスタイル分析との連動
– 商圏分析
– 店舗立地計画
– 営業活動



コーチング

• ビジネスセンスのある人材によるコーチング
• 戦略的経営判断 への支援
• 経営者が課題に取り組むときに変革が起きる 

• FIND Chichibu（埼玉県秩父市）
• Economic Gardening Illawara（オーストラリア）



レジリエンス
誠実経済

ス ト ラ テ ジ ー

オペレーション



富

未来への希望

ライフスタイルの選択

雇用と所得

地域内連携

企業の長生と繁栄



エコノミックガーデニング



エコノミックガーデニングの理念

進取の精神が旺盛な中小企業が

長生きして繁栄するような

ビジネス環境を

テーラーメイドで構築する



• ネットワークを拡大する
– 先端企業マッチング
– 企業と支援機関との連携

• 戦略的経営判断を支援するツール
– データベース
– インターネット・マーケティング
– ニューメディア
– 地理情報システム

コロラド州リトルトン市



コロラド州リトルトン市
• 市内の全業種･全企業が対象

• 1990-2005年の実績
• 就業者数　136％増加　（州平均の３倍）

• 市の売上税の税収　190％増加

• 2000-2005年の実績
• 就業者数　35％増加　（州平均の３０倍）



実施中
大阪府

徳島県鳴門市

準備中
千葉県山武市

静岡県藤枝市

計画中

長崎県松浦市

富山県南砺市

埼玉県行田市

群馬県高崎市　など

日本での事例



ＥＧは何が特別なのか

• 現状調査に基づく ニーズに即したサービス

• 意欲の強い経営者が対象 

• 各地の事情に合わせた取組み

• タイムスパンが長い

• 金融面の支援にとどまらない



EG導入への道順

➡ 誰かが「EGをやろう」と宣言する

1. 実現可能性調査

– 統計などにより地域の特性がＥＧに適するかを調査する

– 調査結果のフィードバック → 本当にＥＧをやるのか？

2. 詳細調査  実施要領の策定  合意形成

– 分析と要領策定のためのタスクフォース編成

– 地域経済生態系の調査

– 地元中小企業の実態調査（全数調査）

– 地域リーダーが EGは長期に亘る政策であることに合意する

3. 実施

– 実施のための仕組み作り

– 企業支援の実施

• 効果が発現するまでには更に２〜３年かかるかも

• 実践の単位は、経済圏域がよい



レジリエンス
誠実経済

エ コ シ ス テ ム

ス ト ラ テ ジ ー

オペレーション



動きをつくる人々のネットワーク

1. 仕組みをつくり運営する中心人物

2. 経営変革に貢献する中心人物

3. 専門家の知を持ち込む中心人物



地域経済生態系の「変革」

キーパーソンのネットワーク
現在のネットワークは 既存の産業に適している

ネットワークをアップグレードする
ネットワークを新しくつくる



アイデンティティ（カルチャー）

レジリエンス
誠実経済

エ コ シ ス テム

ス ト ラ テ ジ ー

オペレーション
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自主的自立
身体が無数の細胞からできあがっているように、社会
といい国家といわれる大きな団体も、人間という無数
の細胞から組織されている。細胞が不健全であれば、
その社会国家も勢い不健全な集団であることを免れな
い。自然、社会国家が健全であるよう希うならば、個
人個人が自治精神の堅実な活力に満ちた者でなければ
ならない。この意味から個人として自己を完成して自
主独立の人にあらしめねばならぬように、社会国家か
ら見ても、この細胞である個人がどこまでも健全であ
ることが必要である。　（拓殖大学第三代学長　後藤新平）



ytakashi@ner.takushoku-u.ac.jp

www.economic-gardeners.jp

Facebook   エコノミックガーデニング  で検索

mailto:yamamoto@aiu.ac.jp
mailto:yamamoto@aiu.ac.jp



